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以下の資料は、防疫指針の理解を深めるために関係機関等から
ご提供いただいたものです。
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発⽣件数 合計殺処分頭数

2020

4⽉ 8⽉ 9⽉

○ 2018年９⽉９⽇の岐⾩県での発⽣以来、愛知県、三重県、福井県、埼⽟県、⻑野県、⼭梨県、
沖縄県、群⾺県、⼭形県、和歌⼭県、奈良県、栃⽊県、神奈川県、滋賀県及び宮城県の16県で
計76事例発⽣し、これまでに約28.1万頭を殺処分。
○ 2019年９⽉24⽇にワクチン接種を決定、10⽉15⽇に防疫指針を改訂、
10⽉25⽇からワクチン接種開始。
○ 2020年9⽉3⽇にOIE（国際獣疫事務局）が認定する豚熱の清浄国ステータスを消失。
○ 群⾺県、⼭形県、三重県、和歌⼭県、奈良県、栃⽊県、⼭梨県、神奈川県、滋賀県、宮城県
といったワクチン接種県においても発⽣。

岐⾩県で
26年ぶりの発⽣

愛知県で初発
（８例⽬） 三重県で初発

（32例⽬）
福井県で初発
（34例⽬）

埼⽟県で初発
（41例⽬）
⻑野県で初発
（42例⽬）

⼭梨県で初発
（49例⽬）

沖縄県で初発
（52例⽬）

沖縄県で
最終発⽣
（58例⽬）

ワクチン接種決定
(9/24)

岐⾩でのみ発⽣ 岐⾩・愛知
のみで発⽣

隣県に
拡⼤

関東まで
拡⼤

ワクチン接種開始
(10/25)

ワクチン接種地域
拡⼤(12/20)

沖縄で発⽣
(本州で発⽣なし)

１⽉

件
／
頭

群⾺県で初発
（59例⽬）

ワクチン接種県で発⽣

2018 2019

新規発⽣
無し

28.1万

⼭形県で初発
（60例⽬）

2021

和歌⼭県で初発
（62例⽬）

栃⽊県で初発
（66例⽬）

奈良県で初発
（63例⽬） 神奈川県で初発

（69例⽬）

清浄国
ステータス消失

豚熱発⽣の経過

滋賀県で初発
（72例⽬）

宮城県で初発
（75例⽬）

12⽉ 3⽉ 6⽉ 8⽉

令和３年12⽉28⽇時点
国内における
豚熱発⽣状況の
最新情報はこちら
（農林⽔産省HP）

1  豚熱及びアフリカ豚熱の発生状況

CSFのの発発生生状状況況 22002222年年11月月2200日日現現在在

※出典：ＯＩＥ等

＝CSFの発生がある国（2007年1月から現在までに、OIEに発生の報告があった国）

最最新新情情報報ははここちちらら（（農農林林水水産産省省HP））

CSFのの発発生生状状況況 22002222年年11月月2200日日現現在在

※出典：ＯＩＥ等

＝CSFの発生がある国（2007年1月から現在までに、OIEに発生の報告があった国）

最最新新情情報報ははここちちらら（（農農林林水水産産省省HP））

CSFのの発発生生状状況況 22002222年年11月月2200日日現現在在

※出典：ＯＩＥ等

＝CSFの発生がある国（2007年1月から現在までに、OIEに発生の報告があった国）

最最新新情情報報ははここちちらら（（農農林林水水産産省省HP））
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※チェコ：2019年4月19日に清浄化を宣言
※ベルギー：2020年10月1日に清浄化を宣言

ASFのの発発生生状状況況 2022年年1月月17日日時時点点
＝2005年以降OIE等に発生通報のあった国/地域

出典：OIE等

アンゴラ コートジボワール ルワンダ

ベナン ガーナ セネガル

ブルキナファソ ギニアビサウ 南アフリカ共和国

ブルンジ ケニア タンザニア

カメルーン マダガスカル トーゴ

カーボヴェルデ マラウイ ウガンダ

中央アフリカ モーリシャス ザンビア

チャド モザンビーク ジンバブエ

コンゴ民主共和国 ナミビア マリ

コンゴ共和国 ナイジェリア シエラレオネ

中国 東ティモール

モンゴル インドネシア

ベトナム インド

カンボジア マレーシア

香港 ブータン

北朝鮮 タイ

ラオス

ミャンマー

フィリピン

韓国

アルメニア エストニア ドイツ

アゼルバイジャン モルドバ 北マケドニア

ジョージア チェコ※

イタリア ルーマニア

ロシア ハンガリー

ウクライナ ブルガリア

ベラルーシ ベルギー※

リトアニア スロバキア

ポーランド セルビア

ラトビア ギリシャ

パプアニューギニア

アアフフリリカカ（（30かか国国・・地地域域）） アアジジアア（（16かか国国・・地地域域）） ヨヨーーロロッッパパ（（22かか国国・・地地域域））

オオセセアアニニアア（（1かか国国・・地地域域））

ドミニカ共和国

ハイチ

南南北北アアメメリリカカ（（2かか国国・・地地域域））

最最新新情情報報ははここちちらら（（農農林林水水産産省省HP））
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2  豚熱及びアフリカ豚熱の症状
（農研機構動物衛生研究部門提供）

※ �病変及び病態の見え方は複合的、二次的な感染によって変化するため、ここ
で示す清浄な実験室で見られる病変及び病態とは異なったものになることが
ある点にご留意ください。　

豚熱

パイルアップ、下痢、元気消失

耳介、腹側、四肢の紫斑
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アフリカ
豚熱

耳介のチアノーゼ、四肢の紫斑

下腹部の紫斑
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3  豚熱及びアフリカ豚熱の病理所見
（農研機構動物衛生研究部門提供）

豚熱

脾臓の出血性梗塞（矢頭）

豚豚熱熱

（農研機構動物衛生研究部門提供）豚豚熱熱及及びびアアフフリリカカ豚豚熱熱のの病病理理所所見見

腎臓の点状出血
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結腸のボタン状潰瘍（矢頭）

胸腺（矢頭）の萎縮（画像は頚部胸腺）
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脾臓の出血性梗塞と濾胞の壊死（アポトーシス）（HE染色）

白脾髄の濾胞壊死領域

出血性梗塞巣

脳の血管炎（矢印）とグリア結節（矢頭）（HE染色）

血管炎を呈する血管

グリア結節
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扁桃FA

陰窩腔
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脾臓の腫大（脾腫）、暗赤色化

アアフフリリカカ豚豚熱熱
アフリカ

豚熱

胃肝リンパ節（矢頭）の腫大、暗赤色化

肝臓

胃
腎臓
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肺水腫（小葉間が拡張してみえる。矢頭は一例）

腎臓の点状出血
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胸腺（矢頭）の萎縮（画像は胸部胸腺）

血清の赤色混濁
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脾臓の出血と濾胞の壊死（アポトーシス）（HE染色）
白脾髄のリンパ球は壊死（アポトーシス）し、周囲では顕著な出血がみられる。

濾胞壊死

顕著な出血 矢頭は出血に伴う線維素の析出

脾臓の出血と濾胞の壊死（アポトーシス）（HE染色）
白脾髄のリンパ球は壊死（アポトーシス）し、周囲では顕著な出血がみられる。

濾胞壊死

顕著な出血 矢頭は出血に伴う線維素の析出

胃肝リンパ節の顕著な出血（HE染色）。出血は主に髄質で認められ、皮
質のリンパ球は壊死（アポトーシス）している。

主に髄質での顕著な出血

リンパ球は壊死（アポトーシス）

胃肝リンパ節の顕著な出血（HE染色）。出血は主に髄質で認められ、皮
質のリンパ球は壊死（アポトーシス）している。

主に髄質での顕著な出血

リンパ球は壊死（アポトーシス）

胃肝リンパ節の顕著な出血（HE染色）。出血は主に髄質で認められ、皮
質のリンパ球は壊死（アポトーシス）している。

主に髄質での顕著な出血

リンパ球は壊死（アポトーシス）
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4  豚熱及びアフリカ豚熱の遺伝子検査フロー

豚等における豚熱及びアフリカ豚熱のリアルタイム PCR 実施時の留意事項

豚等における豚熱及びアフリカ豚熱の遺伝子検出検査のうち、リアルタイム
PCR については、留意事項の別紙「豚熱の診断マニュアル」ＡのⅠの７及び「ア
フリカ豚熱の診断マニュアル」Ａの３に記載のとおり、市販のキットの使用が
簡便であり、反応条件等についてはキットに添付の説明書を参照することとし
ている。くわえて、その実施に当たっては、以下の点に留意すること。

１ 基本的事項
（１）適切な材料の採取、保管及び運搬を行うこと
（２）コンタミネーションの防止に努めること
（３）�都道府県から農研機構動物衛生研究部門（以下「動衛研」という。）に

送付する検体は、都道府県の検査において陽性が確認されたものと同一
のものとすること（あらかじめ２つに分けておく等工夫すること）

２ 判定時の確認事項及び対応
都道府県はキットに添付の説明書に基づく判定を行うとともに、以下の事項

を確認し、次の（１）から（３）までのいずれかの措置を講ずる。
・サーマルサイクル 35 回終了時の増幅が最大レベルに達していること
・波形が陽性対照と類似していること
（１）�豚熱又はアフリカ豚熱遺伝子陽性と判定し、上記の事項に合致する場合

は、動物衛生課に波形データを送付し、あらかじめ協議の上、検体を動
衛研に送付する。

（２）�上記の事項に合致しない場合又は判定が困難な場合は、動物衛生課に波
形データを送付する。動物衛生課は動衛研の意見を踏まえ、都道府県と
対応について協議する。

（３）�豚熱及びアフリカ豚熱遺伝子陰性と判定した場合は、遺伝子検査を終了
する。
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異常豚通報

農場立入・採材

CSFコンベPCR ASFコンベPCR

検体搬入

核酸精製又は粗精製

陰性陰性

CSF遺伝子陽性 ＡSF遺伝子陽性

CSFﾘｱﾙﾀｲﾑPCR ASFﾘｱﾙﾀｲﾑPCR

単単独独又又はは
ママルルチチププレレッッククスス

陰性

検体及び波形データを動衛研に送付

核酸精製（※家保で行っていない場合）

遺伝子解析

患畜判定

飼養豚等でのCSF・ASF
遺伝子検査フロー（ﾘｱﾙﾀｲﾑPCRを使用する場合）

家家保保
ででのの検検査査

動動衛衛研研
ででのの検検査査

陰性

遺伝子解析

患畜判定
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以下の材料を準備
① 血清又は全血
（EDTA血液）

② 臓器乳剤（10%）
③ ①②の核酸精製物

（単独の場合）
又は
④ ①②の核酸粗精製物
（ﾏﾙﾁﾌﾟﾚｯｸｽの場合）

＊単独の場合
上記の①、②、③
及び波形データを送付
＊ﾏﾙﾁﾌﾟﾚｯｸｽの場合
上記の①、②及び波形
データを送付

都道府県でﾏﾙﾁﾌﾟﾚｯｸｽ
ｷｯﾄを使用した場合、動
衛研で核酸精製を実施

検体送付等の補足事項
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異常豚通報

農場立入・採材

CSFコンベPCR ASFコンベPCR

検体搬入

核酸抽出

制限酵素処理

陰性陰性 陽性

陽性陰性

検体を動衛研に送付

遺伝子解析

患畜判定

家家保保
ででのの検検査査

動動衛衛研研
ででのの検検査査

制限酵素処理

遺伝子解析

患畜判定

飼養豚等でのCSF・ASF
遺伝子検査フロー（ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾅﾙPCRを使用する場合）
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5  豚熱ウイルスに対する FA 検査

岐阜株経口接種豚との同居豚扁桃
凍結標本 京都微研の豚熱FA抗体

まずは扁桃陰窩上皮で光る。
陰窩の底から光り始める。
核は抜けて細胞質だけ染まるのが特徴。

経過とともにリンパ組織の非特異反応も
強くなる。上皮の蛍光をしっかり確認す
ることが重要。

正常豚でもリンパ組織の星状の蛍光は
みられる。
（染色がうまくいっているかどうかの判断）

農研機構動物衛生研究部門提供
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6  移動式レンダリング装置

〇 移動式レンダリング装置について
 移動式レンダリング装置は、⾼温により病原体を不活化。⽣成物は焼却⼜は埋却で処分。
 令和２年度に３台を追加し、計４台を全国４ヵ所へ配備することにより、伝染病の発⽣時に
おける都道府県への円滑な貸付体制を確保。

北海道・東北⽀所胆振分室

横浜本所

⾨司⽀所

配備状況

資材名 胆振 横浜 中部 新門司

移動式レンダリング装置 １台 １台 １台 １台

全国４カ所の動物検疫所に配備

移動式レンダリング装置の処理能⼒

移動式レンダリング装置の概要

家畜種 処理頭数※ 備考
⽜ 180頭 平均体重650kg/頭で換算

豚 2,000頭 平均体重60kg/頭で換算
※ 処理頭数は１時間当たりの処理重量が５～７㌧で、24時間連続稼働した場合

外観

中部空港⽀所名古屋出張所
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7  ネズミ駆除による病原体拡散防止措置
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8  知事認定獣医師による豚熱ワクチン接種スキーム

豚熱の予防的ワクチン接種は「面的かつ確実な接種（命令により接種区域の全てで接種）」、「横流しの防止の為のワ
クチンの厳格な管理」が前提。これまでの家畜防疫員（都道府県職員（臨時職員等含む））に加え、各都道府県知事の
認定を受けた民間獣医師による接種が（農場を含めた関係者の合意により）可能。

豚豚熱熱ワワククチチンン知知事事認認定定獣獣医医師師にによよるる接接種種体体制制ののススキキーームム

家畜防疫員による接種 知事認定獣医師による接種

都道府県知事
（ワクチンの購入）

都道府県知事
（ワクチンの購入）

都道府県の職員
（家畜防疫員）

民間獣医師
（個人・企業等）

民間獣医師

職員ではない獣医師の場合、
家畜防疫員任命の為には、
臨時的な採用等が必要

家畜防疫員への任命、
給与・手当の支払い
研修・指導等

接種実績等報告

豚飼養施設

法第６条に基づき、都道府県の
ワクチンプログラムに従い、接種
衛生指導等

手数料条例に基づ
き、ワクチン接種
手数料の支払い

豚飼養施設

都道府県のワクチン
プログラムに従い、
接種、衛生指導等

個別取引に基づき、
接種費用の支払い

法第50条に基づく、
ワクチン使用許可
（許可証交付）
知事認定獣医師へ
の要件の確認・認
定、研修・指導等

法第50条に基づく、
ワクチン使用許可申請
接種実績の報告、使用
済みビンの返却

農林水産省接種実績等報告
接種実績等報告、知事認
定獣医師リストの報告

ワクチン
製造企業

販売・配送 販売・配送

直接配送する
ことも可能
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9  免疫付与状況確認検査の概要

１回目検査

３回目検査以降

２回目検査

母豚 中和試験ELISA検査

中和試験と
ELISA検査の

相関

中和抗体価の
分布を検討

母豚
（補強接種後）

初回接種

初回接種
から６か月
後母豚
補強接種

肥育豚
（初回接種後に生産）

ELISA検査 母豚抗体価との
関連を検討

産子

免疫付与状況確認検査

※対象農場：
６頭以上を飼養。
肥育豚の場合は
一貫農場に限る。

母豚 ELISA検査

肥育豚 ELISA検査

免疫付与状況の
モニタリング

中和抗体価の
モニタリング

初回接種後
40日以上

経過

１回目検査
から

６か月後

２回目検査
から

６か月後

（全戸）

（全戸）

（抽出）

（抽出）

（抽出）

（抽出）

※抽出戸数：
１県当たり最大30戸

ELISA検査
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10  予防対策のポイント

CSF・ASFの侵入防止対策を徹底しましょう！

AASSFF

写真出典：国立研究開発法人農業食品産業技術総合研究機構動物衛生研究部門

チチアアノノーーゼゼ死死亡亡

CCSSFF

重症例は後躯麻痺・運動失調・四肢の激しい痙縮などの神経症状、皮下出血による紫斑（耳翼、尾、腹部、
内股部）を呈し死亡。

衛生管理を徹底しましょう！

水水でで汚汚れれをを落落ととししてて
かからら消消毒毒

飼飼料料にに生生肉肉をを含含むむ又又はは含含むむ
可可能能性性ががああるる場場合合はは、、

十十分分にに加加熱熱処処理理

関関係係者者以以外外のの農農場場
へへのの立立入入をを禁禁止止

農農場場（（畜畜舎舎））にに出出入入りりすするる
際際ににはは、、消消毒毒をを実実施施

2018年年９９月月以以降降
日日本本でで発発生生継継続続

詳細情報はこちら（農林水産省HP）
　　　　CSFについて： ASFについて：

22001188年年99月月、、日日本本ににおおいいてて2266年年振振りりににCCSSFFがが発発生生ししままししたた。。近近隣隣国国でではは、、CCSSFF及及びび
AASSFFのの発発生生がが継継続続ししてておおりり、、侵侵入入リリススククがが高高いい状状況況がが続続いいてていいまますす。。

病状は多岐に渡り、甚急性、急性、
亜急性、慢性の症状を示す。甚急
性では突然死亡、急性では発熱
（40～42℃）、皮下出血、脾臓の腫
大、粘血便、チアノーゼ等を呈し、
死亡率は100％に近い。

病状は多岐に渡り、甚急性では突然死亡、
急性では発熱が見られます。

異状を発見したら直ちに通報しましょう！

特徴的な症状が無く、気がつきにくい疾病です！
発熱、食欲不振、元気消失等、うずくまり、便秘に継ぐ下痢、呼吸障害等

異状を発見したら直ちに通報しましょう！

2018年年8月月以以降降
中中国国でで発発生生継継続続

元元気気ががなないい耳耳翼翼のの紫紫斑斑 結結膜膜炎炎

写真出典：岐阜県

CSF・ASFの侵入防止対策を徹底しましょう！

AASSFF

写真出典：国立研究開発法人農業食品産業技術総合研究機構動物衛生研究部門

チチアアノノーーゼゼ死死亡亡

CCSSFF

重症例は後躯麻痺・運動失調・四肢の激しい痙縮などの神経症状、皮下出血による紫斑（耳翼、尾、腹部、
内股部）を呈し死亡。

衛生管理を徹底しましょう！

水水でで汚汚れれをを落落ととししてて
かからら消消毒毒

飼飼料料にに生生肉肉をを含含むむ又又はは含含むむ
可可能能性性ががああるる場場合合はは、、

十十分分にに加加熱熱処処理理

関関係係者者以以外外のの農農場場
へへのの立立入入をを禁禁止止

農農場場（（畜畜舎舎））にに出出入入りりすするる
際際ににはは、、消消毒毒をを実実施施

2018年年９９月月以以降降
日日本本でで発発生生継継続続

詳細情報はこちら（農林水産省HP）
　　　　CSFについて： ASFについて：

22001188年年99月月、、日日本本ににおおいいてて2266年年振振りりににCCSSFFがが発発生生ししままししたた。。近近隣隣国国でではは、、CCSSFF及及びび
AASSFFのの発発生生がが継継続続ししてておおりり、、侵侵入入リリススククがが高高いい状状況況がが続続いいてていいまますす。。

病状は多岐に渡り、甚急性、急性、
亜急性、慢性の症状を示す。甚急
性では突然死亡、急性では発熱
（40～42℃）、皮下出血、脾臓の腫
大、粘血便、チアノーゼ等を呈し、
死亡率は100％に近い。

病状は多岐に渡り、甚急性では突然死亡、
急性では発熱が見られます。

異状を発見したら直ちに通報しましょう！

特徴的な症状が無く、気がつきにくい疾病です！
発熱、食欲不振、元気消失等、うずくまり、便秘に継ぐ下痢、呼吸障害等

異状を発見したら直ちに通報しましょう！

2018年年8月月以以降降
中中国国でで発発生生継継続続

元元気気ががなないい耳耳翼翼のの紫紫斑斑 結結膜膜炎炎

写真出典：岐阜県
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①①人人・・物物・・車車両両にによよるるウウイイルルススのの持持込込みみ防防止止
・・衛衛生生管管理理区区域域、、豚豚舎舎へへのの出出入入りりのの際際のの洗洗浄浄・・消消毒毒のの徹徹底底
・衛生管理区域専用の衣服、靴の設置と使用の徹底
・人・物の出入りの記録
・・飼飼料料にに肉肉をを含含みみ、、又又はは含含むむ可可能能性性ががああるるととききはは、、ああららかかじじめめ
摂摂氏氏70度度・・30分分間間以以上上又又はは摂摂氏氏80度度・・３３分分間間以以上上のの加加熱熱処処理理をを徹徹底底

②②野野生生動動物物対対策策
・飼料保管場所等へのねずみ等の野生
動物の排せつ物の混入防止

・豚舎周囲の清掃、整理・整頓
・・死死亡亡家家畜畜のの処処理理ままででのの間間、、野野生生動動物物
にに荒荒ららさされれなないいよようう適適切切にに保保管管

予防対策の重要ポイント

豚豚舎舎

【衛生管理区域】

車両消毒

専用の服や靴の使用

消毒の実施

壁や金網の破損修繕

消石灰帯の設置

野生動物侵入防止
（例：フェンス設置）

死亡家畜の適切な保管
（例：コンテナ保管）

野生動物侵入防止
（例：ネット設置）
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11  登山者・キャンパーや山林内で作業する皆さまへの注意喚起

野生いのししの間で豚熱という病気が広がっています。
人間に感染することはありませんが、
豚に感染して養豚業に大きな被害を与えます。
ウイルスを山林から持ち帰らないよう、ご協力をお願いします。

ウイルスは土にも含まれます。
靴の泥は山で落としましょう。

いのししを誘引しないよう
残飯は持ち帰りましょう。

家畜がいる施設に
近寄らないようにしましょう。 、．．

農林水産省 消費・安全局 動物衛生課
https://www.maff.go.jp /j /syouan/douei /csf/consumer.html

４４
いのししの死体を見つけたら
管轄の自治体に連絡して下さい。

３３

２２

１１

✖✖

豚熱ウイルスの拡散防止に
ご協力をおねがいします。
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■ 豚熱（旧称：豚コレラ）は、 ウイルスによる豚・いのししの病気で、
人には感染することはなく、仮に感染した豚肉や内臓を食べても人体に影響はありません。
平成30年９月から国内の豚・いのししで感染が確認されています。

■ 養豚農場で感染が確認された場合、 治療法がないことから、 他の養豚農場に広がらないよ
う、 発生農場の豚を処分することが家畜伝染病予防法で規定されています。

■ 養豚農場の豚への感染を防ぐためには、野生いのししと豚との接点を断つことが重要です。

■ 感染した野生いのししが生息する地域の土等にはウイルスが含まれます。 山に入った後、下
山する前に登山口等で靴等の泥を落としてください。 山に入った服装のまま、 家畜がいる施
設に近寄らないようにしましょう。

■ 残飯を放置することで、 人が行き来する登山道等に野生いのししを誘引することになり、登
山者の皆さんがウイルスを持ち帰る可能性が高くなります。 残飯は放置せず、 必ず持ち帰り
ましょう。

■ また、 アフリカ豚熱という豚熱とは別の病気が、 近隣のアジア諸国等で流行しています。豚
熱同様、 人には感染しませんが、 野生いのししへのアフリカ豚熱感染を防ぐ意味でも、残飯
は確実に持ち帰るようにお願いします。

■ 感染した野生いのししの死体を放置すると、死体と接触した野生いのししからウイルスが広
がる可能性があります。このため、野生いのししの死体は速やかに処理する必要があること
から、発見時にはただちに管轄の自治体へ連絡するようお願いします。

豚豚熱熱ににつついいててももっっとと詳詳ししくく

日日本本ににおおけけるる豚豚熱熱感感染染野野生生いいののしししし発発見見地地点点

感染いのしし
確認地点

（（令令和和33年年1111月月33日日時時点点））
※緯度・経度情報がないものについてはプロットしておりません

最新情報はこちら
（農林水産省HP）

最最新新情情報報ははここちちらら（（農農林林水水産産省省HHPP））  
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